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①

②

③

２．施策の事業費

３．施策の達成状況

成果は向上した

日頃、地産地消を意識して
買い物をしている町民の割
合

単位成果指標 説明 28年度

245.0

78.0％ 76.5

26年度 30年度(目標)

296.5

29年度

250.0

80.0

土づくりに必要な環境保全型農業の推進、農業の応援団づくり
については、農業小学校をはじめとして順調に実施できた。有
害鳥獣対策、畜産クラスター事業など、農畜産物の生産振興対
策についても精力的に取り組めた。

現状の取り組みの延長で目標は達成
できる

②施策の成果向
上に対して貢献
度が低かった事
務事業

現状の取り組みの延長で目標達成は
難しいが、現行事業の見直しや新規事
業の企画実施で目標達成は可能

事業の見直しや新規事業の企画実施
をしても目標達成は難しい

①平成27年度
の成果評価
（前年度比較）

②平成30年度
の目標値達成
見込み

成果は変わらなかった

農業産出額

成果指標
設定の考え方

農業生産額（農
業再生協議会）

住民意識調査

結果

76.0

①農業産出額～農業分野における成果としては、農業産出額は主な指標となると考えており、農業再生協議会として公表数値としていること
からも、前期計画に引き続き設定したもの。ＪＡの第7次農業振興計画（目標値２７０億円）と一致はしてないが、目標達成可能性が高い数値
目標を設定することとし、２５０億円とした。②前期計画で施策としていた、「消費者と結ぶ地産地消の推進」を再編、統合して本施策に盛り込
んだ。前期計画の数値の推移などから、９０％の目標値は達成困難と判断し、現実的な目標達成を見込んで８０％を目標値とした。

410

施策関係課

80.0

270.0

27年度

意図

環境に配慮した農業生産をすすめるとともに、
本町農業・農畜産物の理解を促進し、農業の
持続的発展を図ります。

施策の方針

23年度（策定時）

施策番号

農林課

作成：

主　管　課

・環境に調和した農業の持続的な
発展が図られる
・地場産の農畜産物の理解、消費
者との連携が促進され消費拡大が
図られる

１．施策の方針と成果指標

政策名

豊かな自然を生かした活力ある農業のまちづくり

27年度決算

・環境保全型の農業生産をすすめる
・先進的技術の導入による生産性向上
が図られる
・本町農業の応援団づくりを促進する

28

農業経営体
耕作地

基本目標

手島　旭

億円

対象

74.2

施　策　名
2-1-2

1

農業生産性の向上と農業の応援団づくり

231.3 253.0

（２）施策の成果評価に対する平成27年度事務事業の総括

6

課長名

基幹産業の農業に対する支援の強化

内　線

地産地消協働推進事業

施策事業費　(千円）

26年度決算

2,051,14880,851

人工数（業務量）

めむろ農業小学校運営事業

畜産クラスター協議会運営事業

（１）施策の達成度とその考察

2.0328

農作物有害鳥獣駆除事業

・めむろ農業小学校や地産地消バスツアーなどは非常に好評であるが更なる成果向上を目指す。
・「第2次芽室町食育推進計画」を策定したので、計画に基づく事業推進と計画の進捗管理を進めていく。
・農作物有害鳥獣事業では、残滓処理施設を設置し、順調に処理が行われている。
・畜産クラスター事業については、畜産農家の生産基盤整備、労力低減等に向けて成果があったと考えている。
・農業ＩＣＴ化の研究については検討会議等を中心に議論を進めている。

成果は低下した

根拠
（理由）

農業産出額についてはすでに目標達成しており、大きな
災害等がなければ目標額を下回ることはないと考えてい
る。生産基盤である土地改良や施設、機械等の導入支
援などを継続していく。地産地消を意識して買い物をして
いる町民の割合については、新たな「芽室町食育推進計
画」に基づいて目標達成に向けた取組を推進する。

想定され
る理由

2.2040

①施策の成果向
上に対して貢献
度が高かった事
務事業

③事務事業全体
の振り返り(総括)



Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

※該当に○印 Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

４．施策を取り巻く状況変化・住民意見等

５．施策の課題認識（現状の課題、新たに取り組むべき課題）

６．総合計画推進委員会（庁内評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

７．総合計画審議会（外部評価）

Ａ：実現した

Ｂ：（後期実施計画策定時と比較して）大きく前進した

Ｃ：（後期実施計画策定時と比較して）前進した

Ｄ：（後期実施計画策定時と比較して）変わらない

Ｅ：（後期実施計画策定時と比較して）後退した

○

畑作・畜産ともに、今後は農家戸数の減少に伴い、担い手への農地集積・経営規模拡大が予想される。TPPに
対応するための生産基盤の整備の支援を含め、今後の農畜産業のあり方をしっかり検討しなければならない状
況となっている。本町の基幹産業である農業の重要性を町民に理解していただいた上で、安定した農畜産業経
営の基盤となる本施策を継続・推進していく必要がある。

〇

進捗結果

B E

ＣＡ Ｂ

○

この施策に対し
て住民や議会か
らどんな意見や
要望が寄せられ
ているか？

DC

今後の取組
に対する
意見

●めむろ農業小学校の参加者が増えているのはよい傾向である。
●地産地消の周知をもっと行ってほしい。
●贈答品として受け取る側のことを考えた商品開発をしてほしい。

今後の取組
に対する
意見

今後も「芽室町食育推進計画」を推進してほしい。

A

○農業の応援団づくりについては、「めむろ農業小学校」や「地産地消バスツアー」などの事業が好評であるが、内容・プログラム
の見直しは随時検討していく。
○新たに策定した「芽室町食育推進計画」に基づいて、計画進捗管理と、農業分野における関係事業を推進していく。
○農作物有害鳥獣駆除事業においては、残滓処理施設の効果的運用、電気柵設置の支援など、継続的に推進していく。
○新たな課題として「農業ＩＣＴ化の推進」が挙げられる。ＪＡ、役場、生産者の役割を明確にしながら、有効活用への支援をしてい
く。
○ＴＰＰ等に対応できる強固な農畜産基盤整備に向けて「畜産クラスター事業」「産地ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ事業」「強い農業づくり交付金」等の
各種事業の活用の可能性について検討し、優先度の整理と計画化、要望等も進めていきたい。

評価
施策として前進していると評価する。
●成果指標が向上している。
●女性の農業参画が増えており、それを支援している

A

Ｄ E

進捗結果
評価

EC

有害鳥獣対策事業については、被害軽減のための対策を重要課題として取り組んでいるが、農業者から被害
減少や駆除に関する要望が随時寄せられている。

施策を取り巻く状
況と今後の予測

（３）「施策の方針」実現に対する進捗結果

進捗結果

DB施策として前進していると評価する。
●めむろ農業小学校や地産地消バスツアーは農業の「応援団」づくりと地
産地消を推進している。
●残滓処理施設の整備により農作物有害鳥獣対策の強化をしている。


